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物理化學研究室並に化研堀場研究室

昭和五年度研究報告討議會

昭 団六年二 月二十入 口に京fibiu431/:樂 友會館 に於て物理化樫研究室並 に化研堀

場研 究室 の昭 和五 年度研究成締 湲表討議 曾 を開 きま した。 演題及びその内礬の大

{献 麺 撫 削 ま㌔ 】

1.或 種の膠質の滲透壓に對 する光の影響(第三報)馬 場 冂 出 男

董外線の影響

可観光線の吸牧殆ど無 く董外繊吸牧大である所の可溶性澱粉溶液及びモ リ

ブデン酸タン昌ン酸,,,,イ ドpゾ ルに對する光の影響を測定 した。

2.電 解質の滲透壓に對する光の影響D宥 無 田 川 昇

可靦光hを 吸牧する電解質濬液が可覗光線の哩射の下に於て共の滲透墾に

變化なき=Uを認めた研究に就て述べる0

3.酸 化銅冠極に於けるベケレル効果(補遺)高 木 幹 雄

9.還 元AIL於:ナ る水素の吸r=川 端 徹 三

酸化銅 を水索氣流中にて遐元Lて 乎肌 る銅 に就て水湘 こ封する吸灘 効:温

度によつて如何に變化するかを測定 し、同時に熟寇理による脱活性の現象

を觀察 した。

5。銀・金 ゾルの光による凄固 細 野 富 造

Bredig法 並にKohlschutt_r法 銀ゾル及びBredig法 金ヅルの可観光線

による凝固速慶 を限外顯微競にて測完 した結果に就て蓮べる。

c.低 温に於ける一酸化窒素 と酸素 との化合 後 藤 廉rr

一(雜sn)一
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fa194'%酸の融解點に於ける一酸化窒素と酸素 との反慮速度をその全壓の波

少速度によつて測定 しヤ三次反應式に從つて計算 して其の速度恒数を求め

これを0℃ 以上に於て爲 された他の研究者の結果 と比較 することにより此

の反應は低温 に於て も三次反應式に從ひ、且その逋度恒敬は温度の低下と

共に釜 急々激に垉大することを確めた。

7.化 學反慮の新 しき熟解折(豫報)堀 場 信cH

簡rzな るカロリ.メーター 馬 場 口 出 男

田 川 鼻

在來の然彡}析は系の熱容量の變化を測定してその相則的關係を探究する方

法である。併 し乍 ら化學反應の研究に熱解法を行つた例は市川學士の光化

畢反應の研究を以て始めとする。此の薪 しき熱解折法は廣 く一般の化撃反

應の速度、化學反應勲の測定に應用L得 べきものなる事を挽明 し、液胆系

の化墨反應の熱解祈に使rf]すべき簡單なるカロリメーターに就て蓮べやう

と思ふ。

8..五 酸化窒素の分解 城 野 和 三 郎

五酸化窒素の分解 は化學反應D機 媾を読明する上に極めて亜要な反應であ

る。特 にそのr:;の 場合に於ける分解際式:ま低壓の場合のそれとj4に 一.分

子反應の理論に關聯 して遊だ興味ある問題である。今主 として高壓Z)下 に

於ける分解の實驗結果 を述ぺ、分解の機構を少 しく考察 してみゃうと思ふ。

s:メ クンのi7析 大 石 信 一

窪 川 眞 男

メタンの熱分解D研 究試料として表化アル ミニウム・より發生せ しめたるメ

タンを使用 した。その#'fの 分折には燃燵法を適用すべきも從來Z)方 法;L

依 らナ新 しき方法及び裝置を考案 して成功 したか らこれを読明L,進 んで

これが應用に言及 しや うと思ふ。

一(毅 報)一
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10.メ クンの熱分解 大 眉 信 一'

窪 川 眞 男

メクンの勲分解の機構を研究せんとして昌ツケル觸媒を使川ぜる等温熱分

解並に赤熱せる白金による非等灘 翰分解 を行つた。茲 に先づ後者の豫報を

する。

1L破 化水棄の水溶液の可観光線にょる分解 歸 山 亮

色素の敏慇作用

硫化水素水溶液り白光光線並に赤色、青色光線 による分解及びこれ らの場
　

合に敏感劑として色豪を加へたる時の實驗結果に就て遞べる。

12.透 過 しつsあ る唖化加里の滲透壓 田 村 明 堆

tvbernsenの 方法により滲透壓を測定すると同時に電氣傅導薄導隻の變化

を測定 し刻々に透過 しつLあ る鹽化塁の透過蓮度と滲透壓との關係を研突

した0

13.遐 元昌ツケルの存在に於ける一酸化堤素の分解 李 泰 圭

前報に提掛せる反慰速度式の數學的解析を行ひその要求條件を實験が滿足

するや否や、その要求として期{'.監れる觸蝶の毒作用、熱殿理の結果は如

何等今まで符たる凡ての場合と雖 も吾人の反應漣 度式にてよく表は し得る

ことを論 じ最後にCOの 觸媒表1面に於ける活性化鑁櫞及び分解礫樽に淪

及 しや うと思ふ。

14.光 によるフオスゲンの生成iri川 鞍ift

coと.(龜 とよ りCOCI.i(フ オスゲン)の 光化墨的生成、特1こその初期反

慮を研究する口的で最近二三の實驗 をなすことを得た。茲に極めて簡單に

その結果を報告 しや うと思ふo

一(雌su>一
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